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令
和
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月
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前
十
時
開
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午
前
十
時
零
分
開
会 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
た
だ
い
ま
か
ら
、
去
る
七
月
二
十
日
の
散
会
前
に
引
き
続
き
本
会
議
を
再
開
い
た
し
ま
す
。 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
議
が
成
立
い
た
し
ま
す
。 
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○
議
長
（
山
口
耕
司
）
本
日
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
済
み
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

配
布
漏
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
─
─
。 

こ
れ
よ
り
日
程
に
入
り
ま
す
。 

こ
の
際
、
申
し
上
げ
ま
す
。 
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議
員
各
位
の
質
問
並
び
に
理
事
者
側
の
答
弁
は
明
瞭
、
的
確
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
議
員
各
位
の
質
疑
並
び
に
理
事
者
側
の
答
弁
の
際
は
、
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
御
発
言
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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○
議
長
（
山
口
耕
司
）
初
め
に
日
程
第
一
、
議
第
四
十
四
号
、
五
條
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
二
十
日
の
本
会
議
に
お
い
て
上
程
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
継
続
い
た
し
ま
す
。 

本
案
に
つ
い
て
条
例
改
正
請
求
代
表
者
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
ま
す
。
条
例
改
正
請
求
代
表
者
の
入
場
を
許
可
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

〔
条
例
改
正
請
求
代
表
者 

谷 

勝
啓
入
場
〕 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
こ
の
際
、
条
例
改
正
請
求
代
表
者
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

意
見
を
述
べ
る
時
間
は
十
五
分
以
内
で
す
の
で
、
厳
守
願
い
ま
す
。 

な
お
、
発
言
の
際
は
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
御
発
言
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
傍
聴
人
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
條
市
議
会
傍
聴
規
則
第
八
条
に
よ
り
、
「
議
場
に
お
け
る
言
論
に
対
し
、
拍
手
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
公
然
と
可
否
を
表

明
し
な
い
こ
と
、
並
び
に
談
論
し
、
放
歌
し
、
高
笑
し
、
そ
の
他
議
場
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
会
議
の
妨
害
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
こ
と
。
」
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
注
意
い
た
し
ま
す
。 

そ
れ
で
は
条
例
改
正
請
求
代
表
者
谷 

勝
啓
さ
ん
の
発
言
を
許
可
い
た
し
ま
す
。
条
例
改
正
請
求
代
表
者
谷 

勝
啓
さ
ん
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

〔
条
例
改
正
請
求
代
表
者 

谷 

勝
啓
登
壇
〕 

○
条
例
改
正
請
求
代
表
者
（
谷 

勝
啓
）
今
回
、
市
議
会
議
員
を
減
ら
す
条
例
改
正
と
大
塔
町
に
市
議
会
議
員
が
一
人
は
必
要
で
あ
り
、
選
挙
区
を
分
け
る
条
例
改
正
の

署
名
を
集
め
た
谷
で
す
。 

最
初
に
、
大
塔
町
の
方
か
ら
説
明
し
ま
す
が
、
選
挙
区
を
分
け
る
と
大
塔
町
の
人
口
が
少
な
い
の
で
、
一
票
の
格
差
の
こ
と
を
言
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
人

口
が
少
な
い
町
だ
か
ら
こ
そ
伝
達
が
遅
く
な
る
。 

大
塔
町
は
平
坦
な
土
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
災
害
が
多
く
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
地
域
に
多
く
の
民
家
が
建
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
の

と
き
は
、
大
塔
町
で
十
一
人
も
の
人
が
行
方
不
明
や
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
番
大
事
な
こ
と
は
市
民
の
安
全
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
以
前
働
い
て
い
た
会
社
で
も
大
塔
町
の
篠
原
地
区
で
五
條
市
役
所
の
工
事
を
請
け
負
い
、
工
期
を
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延
ば
し
て
も
ら
え
ず
に
積
雪
が
あ
る
危
険
な
と
こ
ろ
を
無
理
し
て
工
事
に
行
き
、
崖
か
ら
機
械
と
一
緒
に
滑
り
落
ち
て
二
十
歳
の
若
い
男
性
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
未
だ
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。
携
帯
電
話
も
圏
外
の
ま
ま
で
す
。 

大
塔
町
民
の
安
心
安
全
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
行
政
は
ほ
ど
遠
い
と
私
は
思
い
ま
す
。 

例
え
ば
隣
の
野
迫
川
村
は
大
塔
町
と
比
べ
る
と
面
積
も
人
口
も
さ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
村
会
議
員
は
七
人
い
て
ま
す
。
大
塔
町
は
五
條
市
の
面
積
の
約
四
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
面
積
が
広
く
て
人
口
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
塔
町
は
令
和
三
年
六
月
末
現
在
で
百
五
十
九
世
帯
、
人
口
二
百
四

十
二
名
で
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
大
塔
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
議
員
が
必
要
で
す
。
大
塔
町
に
市
議
会
議
員
を
設
け
る
こ
と
は
危
険
な

箇
所
を
未
然
に
見
つ
け
る
こ
と
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
大
塔
町
民
の
声
を
聞
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

私
は
大
塔
町
に
市
議
会
議
員
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
塔
町
に
一
人
市
議
会
議
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

次
は
、
五
條
市
の
市
議
会
議
員
の
定
数
を
十
二
人
か
ら
十
人
に
減
ら
す
条
例
改
正
を
説
明
し
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
に
定
数
十
五
人
か
ら
十
二
人
に
減
ら
し
た
と
き
の
人
口
は
三
万
三
千
八
百
八
十
四
人
、
令
和
三
年
六
月
三
十
日
現
在
、
二
万
九
千
三
十
九
人
、

八
年
間
で
四
千
八
百
四
十
五
人
の
人
口
が
減
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
ま
で
の
調
査
し
か
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
五
條
市
の
財
政
状
況
は
全
国
最
下
位
レ
ベ
ル
、
県
内
ワ

ー
ス
ト
四
位
で
す
。
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
約
二
十
二
億
円
、
花
咲
寮
約
十
一
億
円
、
市
役
所
新
庁
舎
四
十
五
億
円
、
認
定
こ
ど
も
園
十
三
億
円
、
他
に
も
た
く
さ
ん
建
て

た
り
解
体
し
て
い
ま
す
。
建
設
費
だ
け
で
も
九
十
四
億
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
維
持
費
も
考
慮
す
る
と
、
大
き
く
税
金
が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
シ
ダ
ー
ア
リ

ー
ナ
、
そ
ん
な
に
使
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
建
設
費
の
七
〇
％
は
国
が
支
出
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
が
、
三
〇
％
は
市
民
、
私
た
ち
の
負
担
で
す
。
そ
れ

も
四
年
後
か
ら
や
っ
と
返
済
が
始
ま
り
、
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
返
済
が
始
ま
る
と
令
和
元
年
で
全
国
最
下
位
レ
ベ
ル
で
す
か
ら
、
と
ん
で
も
な
い
財
政
難
に
な
る
の
は

確
実
で
す
。
市
議
会
議
員
が
賛
成
し
て
決
め
た
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
度
に
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
建
物
を
建
て
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
か
。
こ
ん
な
財
政
難
で
五
條
市
に
十
二
人
も
の
市
会
議
員
は
要
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
約
五
千
人
も
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
政
策
も
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
般
企
業
で
も
大

赤
字
の
場
合
は
収
支
に
見
合
っ
た
従
業
員
し
か
雇
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
同
様
、
五
條
市
議
会
議
員
も
適
正
な
人
数
に
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
量
よ
り

質
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
議
員
自
ら
身
を
切
る
政
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

あ
と
、
議
員
の
給
料
で
す
。
議
長
年
九
百
六
万
九
千
三
百
三
十
四
円
、
月
七
十
五
万
五
千
七
百
七
十
八
円
、
副
議
長
年
七
百
九
十
万
六
千
百
七
十
二
円
、
月
六
十
五

万
八
千
八
百
四
十
八
円
、
議
員
年
七
百
四
万
六
千
四
百
三
十
四
円
、
月
五
十
八
万
七
千
二
百
三
円
、
政
務
活
動
費
、
年
最
高
一
人
三
十
六
万
円
、
議
長
・
副
議
長
・
議
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員
の
報
酬
を
平
均
す
る
と
、
年
八
百
三
十
六
万
七
千
三
百
十
三
円
、
仮
に
議
員
二
人
減
ら
す
こ
と
で
年
約
一
千
七
百
万
円
、
任
期
が
四
年
な
の
で
約
七
千
万
円
が
五
條

市
民
の
た
め
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
視
察
な
ど
の
経
費
を
入
れ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
経
費
も
削
減
で
き
、
節
税
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
例
え
ば
一
人
の
議
員
が
み
て
い
る
人
口
で
比
較
し
て
み
ま
す
。
奈
良
市
の
場
合
、
人
口
三
十
五
万
三
千
九
百
八
十
九
人
に
対
し
議
員
が
三
十
九
名
で
あ
り
、

一
議
員
が
み
て
い
る
人
数
は
九
千
七
十
七
人
と
な
り
ま
す
。
橿
原
市
の
場
合
、
人
口
十
二
万
九
百
三
十
七
人
に
対
し
て
議
員
数
二
十
三
名
で
、
一
議
員
が
み
て
い
る
人

数
は
五
千
二
百
五
十
八
人
で
す
。
五
條
市
の
場
合
、
人
口
二
万
九
千
三
十
九
人
に
対
し
、
議
員
数
十
二
名
、
一
議
員
が
み
て
い
る
数
は
二
千
四
百
二
十
人
で
す
。
五
條

市
を
一
と
す
る
と
、
橿
原
市
は
五
條
市
の
二
・
一
七
倍
、
奈
良
市
は
五
條
市
の
三
・
七
五
倍
の
人
数
を
議
員
一
人
で
み
て
い
ま
す
。 

あ
と
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
な
ど
で
賑
わ
し
て
い
る
数
々
の
五
條
市
議
会
議
員
の
失
態
が
あ
る
現
状
を
考
え
る
と
、
議
員
十
二
名
で
は
、
現
在
の
五
條
市
の
財
政
状
況
で

は
明
る
い
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

最
後
に
、
私
は
今
回
二
つ
の
条
例
制
定
を
変
え
る
た
め
に
、
八
百
七
名
の
方
の
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
市
民
の
声
で
す
。
大
塔
町
に
議
員
を
設
け
る

こ
と
、
そ
し
て
市
議
会
議
員
の
定
数
を
二
名
減
ら
す
、
両
方
が
無
理
な
ら
ど
ち
ら
か
だ
け
で
も
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
二
人
を
十
人
に
減
ら
す
の
が

無
理
な
ら
十
一
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

市
議
会
議
員
か
ら
修
正
案
を
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
十
一
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
市
長
は
大
塔
町
の
方
は
特
に
反
対
の
よ
う
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
だ
け
で
も
お

願
い
し
ま
す
。 

現
に
、
福
島
県
二
本
松
市
は
修
正
案
で
、
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
条
例
制
定
請
求
書
で
市
議
会
議
員
が
議
員
を
二
十
六
人
か
ら
二
十
人
に
減
ら
す
案
が
一
部
議
員
の
修

正
案
で
二
十
六
人
か
ら
二
十
二
人
に
修
正
し
て
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
修
正
し
て
で
も
通
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

現
在
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
五
條
市
民
の
た
め
に
決
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
五
條
市
役
所
で
今
回
の
請
願
手
続
を
行
っ
て
、
実
際
に
署
名
活
動
を
四
月
二
十
八
日
か
ら
一
人
で
始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
態
の
中
で
し
た
が
、
署
名
い

た
だ
い
た
八
百
七
人
の
声
を
私
は
是
非
市
議
会
議
員
の
方
々
に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

本
日
は
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
、
私
か
ら
の
発
言
は
終
わ
り
ま
す
。 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
発
言
が
終
わ
り
ま
し
た
。 
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条
例
改
正
請
求
者
代
表
谷 

勝
啓
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
退
場
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

〔
条
例
改
正
請
求
代
表
者 

谷 

勝
啓
退
場
〕 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 
  
   

   
 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─  

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
議
事
の
都
合
上
、
十
時
二
十
分
ま
で
休
憩
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

午
前
十
時
十
四
分
休
憩
に
入
る 

  
 

 
 

 
 
 

 

午
前
十
時
二
十
分
再
開 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
休
憩
前
に
引
き
続
き
本
会
議
を
再
開
い
た
し
ま
す
。 

 
 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
議
が
成
立
い
た
し
ま
す
。 

傍
聴
人
に
申
し
上
げ
ま
す
。
五
條
市
議
会
傍
聴
規
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
傍
聴
人
は
録
音
及
び
写
真
撮
影
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
了
承
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
  
   

   
 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─  

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
岡
清
司
議
員
の
発
言
を
許
可
い
た
し
ま
す
。
三
番
平
岡
清
司
議
員
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

〔
三
番 

平
岡
清
司
登
壇
〕 

○
三
番
（
平
岡
清
司
）
議
長
か
ら
発
言
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た
び
上
程
さ
れ
ま
し
た
議
第
四
十
四
号
、
五
條
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

全
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
行
う
地
方
行
政
に
住
民
の
意
思
を
直
接
反
映
さ
せ
る
制
度
で
の
提
出
と
な
り
ま
し
た
が
、
議
会
運
営
委
員
会
で
議
論
し
た
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
い
た
し
ま
す
。 

七
月
二
十
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
今
回
の
署
名
に
つ
い
て
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
必
要
な
法
定
署
名
数
は
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
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数
の
五
十
分
の
一
の
数
で
あ
る
五
百
十
七
人
以
上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
署
名
全
数
は
八
百
七
人
で
、
そ
の
う
ち
有
効
署
名
数
は
五
百
五
十
八
人
、
無
効

署
名
数
は
二
百
四
十
九
人
で
署
名
全
数
に
占
め
る
割
合
は
三
〇
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
集
め
ら
れ
た
有
効
署
名
の
地
域
別
数
は
、
五
條
地
域
五
百
四
十
四
人
、
西
吉

野
町
地
域
十
三
人
、
大
塔
町
地
域
一
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

改
正
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
條
市
議
会
議
員
の
定
数
を
現
行
の
十
二
人
か
ら
十
人
に
す
る
こ
と
及
び
五
條
市
議
会
議
員
を
選
挙
す
る
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
大

塔
町
を
除
く
地
域
で
九
名
、
大
塔
町
地
域
で
一
人
の
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
投
じ
る
一
票
の
価
値
が
選
挙
区
に
よ
っ
て
異
な
る
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

令
和
三
年
六
月
一
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
、
第
一
選
挙
区
と
な
る
大
塔
町
を
除
く
地
域
の
有
権
者
数
は
二
万
五
千
四
百
六
十
九
人
で
、
議
員
定
数
を
九

人
と
す
る
と
議
員
一
人
当
た
り
の
有
権
者
数
は
二
千
八
百
二
十
九
・
九
人
で
あ
り
、
第
二
選
挙
区
と
な
る
大
塔
町
地
域
の
有
権
者
数
は
二
百
三
十
一
人
で
、
議
員
一
人

当
た
り
の
有
権
者
数
は
二
百
三
十
一
人
、
こ
の
格
差
は
一
二
・
二
五
倍
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
法
の
下
の
平
等
」
で
あ
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
所
に
よ
る
違
憲
判
断
の
基
準

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
衆
議
院
小
選
挙
区
の
場
合
は
二
倍
未
満
が
目
安
と
さ
れ
る
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。 

市
長
の
意
見
書
で
は
、
選
挙
区
に
つ
い
て
は
賛
同
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
さ
れ
て
お
り
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
定
数
削
減
を
審
議
す
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
現
職
の
議
員
が
深
く
関
与
し
た
官
製
談
合
事
件
で
市
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
一
つ
の
方
途
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
臨
時
会
に
上
程
さ
れ

て
い
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
議
員
定
数
の
削
減
と
従
来
の
選
挙
区
を
分
割
す
る
こ
と
を
一
つ
に
し
た
条
例
案
で
あ
る
た
め
、
賛
同
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
本
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
反
対
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
次
に
、
大
谷
龍
雄
議
員
の
発
言
を
許
し
ま
す
。
十
二
番
大
谷
龍
雄
議
員
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

〔
十
二
番 

大
谷
龍
雄
登
壇
〕 

○
十
二
番
（
大
谷
龍
雄
）
そ
れ
で
は
議
長
の
発
言
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
議
第
四
十
四
号
、
五
條
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条

例
案
に
根
拠
を
示
し
て
反
対
討
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

御
存
じ
の
よ
う
に
私
た
ち
五
條
市
、
つ
ま
り
地
方
公
共
団
体
の
役
割
と
国
の
役
割
等
に
つ
き
ま
し
て
は
地
方
自
治
法
第
一
条
の
二
で
こ
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
「
地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を
広
く
担
う
も
の
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と
す
る
。
」
そ
の
次
、
国
は
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
直
接
今
関
係
あ
り
ま
せ
ん
で
、
割
愛
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
五
條
市
の
地
方
公
共
団
体
の
役
割
は
地
方
自
治
法
で
も
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
し
た
ら
市
議
会
議
員
で
構
成
す
る
議
会
の
権
限
と
そ

の
責
任
は
地
方
自
治
法
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
し
ま
す
と
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
に
は
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
件
を

議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
「
一
、
条
例
を
設
け
又
は
改
廃
す
る
こ
と
。
二
、
予
算
を
定
め
る
こ
と
。
三
、
決
算
を
認
定
す

る
こ
と
。
四
、
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
地
方
税
の
賦
課
徴
収
又
は
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
若
し
く
は
手
数
料
の
徴
収
に

関
す
る
こ
と
。
」
そ
の
他
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
と
、
そ
の
後
も
た
く
さ
ん
議
会
の
権
限
と
責
任
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
よ
う
に
市
議
会
議
員
で
構
成
す
る
こ
の
議
会
の
権
限
と
責
任
は
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
予
算
を
定
め
る
こ
と
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
点
に
つ
い
て
五
條
市
の
平
成
三
十
一
年
度
、
令
和
元
年
度
の
決
算
に
基
づ
い
て
ど
れ
ぐ
ら
い
の
予
算
額
、
決
算
額
を
我
々
市
会
議
員
が
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
般
会
計
で
は
、
決
算
の
支
出
済
額
で
は
約
二
百
十
五
億
四
千
万
円
、
そ
の
あ
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
墓
地
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、

大
塔
診
療
所
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
と
、
六
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
の
合
計
歳
出
決
算
額

が
約
八
十
三
億
二
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
企
業
会
計
の
水
道
会
計
の
決
算
支
出
額
は
幾
ら
か
と
言
い
ま
す
と
、
約
十
億
六
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計

か
ら
最
後
の
水
道
事
業
会
計
全
て
を
合
計
し
ま
す
と
約
三
百
九
億
円
、
こ
の
よ
う
な
莫
大
な
予
算
、
決
算
を
我
々
市
議
会
議
員
は
審
査
を
し
て
結
論
を
出
さ
な
い
か
ん
、

議
決
を
せ
な
い
か
ん
と
い
う
重
要
な
責
任
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
審
査
の
中
で
は
、
市
民
の
切
実
な
要
望
が
予
算
化
さ
れ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

あ
る
い
は
反
対
に
大
変
問
題
の
あ
る
必
要
の
な
い
予
算
が
執
行
さ
れ
て
税
金
の
無
駄
遣
い
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
我
々
の
予
算
、
決
算

の
審
査
の
責
任
は
大
変
大
き
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
我
々
市
議
会
議
員
は
五
條
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
や
予
算
、
そ
の
他
の
こ
と
を
審
査
し
議
決
し
た
ら
い
い
の
か
と
言
っ
た
ら
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
五
條
市
外
の
議
会
に
も
議
員
を
選
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
は
ご
み
処
理
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
が
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
御
所
市
と
田
原
本
町
と
五
條
市
の
三
自
治
体
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
議
会
に
は
五
條
市
か
ら
三
名
の
市
議
会
議
員
を
選

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
御
存
じ
の
よ
う
に
、
奈
良
県
下
の
多
く
の
消
防
署
を
統
合
し
て
広
域
消

防
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
へ
は
五
條
市
の
市
議
会
議
員
を
一
名
選
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
議
員
、

こ
こ
に
も
選
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
こ
へ
は
五
條
市
の
市
議
会
議
員
を
一
名
選
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
情
勢
の
変
化
に
よ
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り
ま
し
て
五
條
市
の
議
会
外
の
議
会
に
も
議
員
を
派
遣
し
て
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
変
重
要
な
権
限
と
責
任
を
我
々
市
議
会
議
員
は
担
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
で
、
現
在
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
議
員
定
数
を
十
二
名
か
ら
十
名
に
減
ら
す
と
い
う
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
は
今
申
し
上
げ
ま
し
た
地
方
自
治
法
の

大
変
大
き
な
権
限
と
責
任
も
考
え
、
ま
た
同
時
に
、
他
の
同
じ
よ
う
な
人
口
の
市
も
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
人
口
、

面
積
等
々
も
大
変
重
要
な
参
考
と
な
る
資
料
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
奈
良
県
下
で
五
條
市
と
同
じ
人
口
の
市
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
つ
は
宇
陀
市
が

二
万
九
千
四
百
四
十
一
人
、
五
條
市
が
二
万
九
千
八
十
三
人
で
す
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
で
す
ね
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
宇
陀
市
で
は
現
在
議
員
の
定
数
は
十
四
名
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
次
、
類
似
人
口
は
御
所
市
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
二
万
五
千
三
百
四
十
一
人
の
人
口
で
、
議
員
の
定
数
は
現
在
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
類
似
自
治
体
を

挙
げ
ま
す
と
、
葛
城
市
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
人
口
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
三
万
七
千
四
百
三
十
人
で
、
議
員
の
定
数
は
十
五
名
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
し
ま
す
と
、
現
在
で
も
五
條
市
の
十
二
名
は
奈
良
県
下
の
類
似
の
市
の
中
で
は
一
番
少
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。 

し
た
が
い
ま
し
て
、
議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
現
時
点
で
は
奈
良
県
下
で
一
番
少

な
い
十
二
名
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
五
條
市
も
い
ろ
い
ろ
と
災
害
問
題
と
か
学
校
適
正
化
問
題
、
そ
し
て
ま
た
認
定
こ
ど
も
園
問
題
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
課
題
が
こ
の

間
あ
り
ま
し
て
、
大
変
予
算
、
決
算
額
も
膨
れ
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
ぼ
ち
ぼ
ち
終
わ
り
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
課
題
が
こ
の
複
雑
な
情
勢
の
も
と
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
議
員
の
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
十
二
名
か
ら
十
名
に
減
ら
す
こ
と

に
つ
い
て
は
反
対
を
申
し
上
げ
、
十
二
名
を
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
大
塔
町
の
方
々
の
件
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
反
対
討
論
の
議
員
か
ら
詳
し
く
趣
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
省
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
一

票
の
格
差
が
か
な
り
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
の
た
め
に
私
は
大
塔
町
を
選
挙
区
と
し
て
設
け
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

時
点
で
は
賛
成
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
塔
町
の
皆
さ
ん
方
の
要
望
、
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
選
挙
終
了
後
に
お
い
て
議
長
を
先

頭
と
し
た
議
員
の
主
催
で
大
塔
町
の
皆
さ
ん
方
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
御
要
望
、
御
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
懇
談
会
を
最
低
予
算
編
成
前
の
時
期
に

一
回
な
い
し
二
回
は
や
は
り
必
要
な
回
数
だ
け
持
つ
と
い
う
の
も
大
変
重
要
な
方
法
で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。 

し
た
が
い
ま
し
て
、
大
塔
町
を
選
挙
区
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
現
時
点
で
は
賛
成
で
き
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

最
後
、
そ
し
た
ら
我
々
議
員
の
活
動
は
や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
税
金
を
財
源
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
か
ら
、
常
に
我
々
議
員
の
予
算
、
そ

の
他
の
執
行
に
お
い
て
無
駄
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
常
に
我
々
は
自
覚
し
て
、
目
配
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
立
場
、
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観
点
か
ら
現
在
の
五
條
市
の
市
会
議
員
の
報
酬
や
政
務
活
動
費
に
目
を
配
り
ま
す
と
、
現
在
五
條
市
は
一
般
市
議
会
議
員
の
報
酬
が
一
カ
月
四
十
一
万
八
千
円
で
す
。

政
務
活
動
費
は
年
間
三
十
六
万
円
で
す
け
れ
ど
も
、
一
カ
月
に
直
し
ま
す
と
三
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
先
ほ
ど
定
数
で
比
較
し
た
五
條
市
の

人
口
と
類
似
の
市
と
比
較
し
ま
す
と
、
宇
陀
市
は
一
般
市
議
会
議
員
の
報
酬
は
月
三
十
三
万
円
、
政
務
活
動
費
は
年
間
三
十
六
万
円
で
一
カ
月
三
万
円
、
そ
れ
か
ら
御

所
市
は
一
般
市
議
会
議
員
の
報
酬
は
一
カ
月
三
十
九
万
円
、
政
務
活
動
費
は
年
間
二
十
四
万
円
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
カ
月
は
二
万
円
と
。
葛
城
市
は
一
般
市
議
会
議

員
の
報
酬
は
一
カ
月
三
十
七
万
円
で
あ
り
ま
す
。
政
務
活
動
費
は
、
こ
こ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は
や
は
り
一
般
の
市
議
会
議
員
の

報
酬
額
、
ま
た
政
務
活
動
費
に
お
い
て
も
類
似
し
て
い
る
今
申
し
上
げ
ま
し
た
自
治
体
と
比
べ
れ
ば
一
番
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
し
た
が
い
ま
し
て
こ
の
大
変

重
要
な
機
会
に
宇
陀
市
、
御
所
市
、
葛
城
市
を
参
考
に
五
條
市
の
市
議
会
議
員
の
報
酬
の
引
き
下
げ
、
そ
し
て
政
務
活
動
費
の
引
き
下
げ
を
議
員
全
員
の
皆
さ
ん
決
意

で
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
よ
り
本
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

本
案
は
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
起
立
な
し
で
あ
り
ま
す
。 

よ
っ
て
本
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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─
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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─
─
─
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○
議
長
（
山
口
耕
司
）
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

閉
会
に
当
た
り
、
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
員
各
位
に
は
終
始
御
熱
心
に
御
精
励
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
長
始
め
理
事
者
各
位
に
は
市
政
発
展
の
た
め
、
事
務
事
業
の
執
行
に
ま
す
ま
す
御
精
励
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
閉
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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市
長
か
ら
御
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。
太
田
市
長
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

〔
市
長 

太
田
好
紀
登
壇
〕 

○
市
長
（
太
田
好
紀
）
令
和
三
年
五
條
市
議
会
第
三
回
臨
時
会
の
閉
会
に
当
た
り
、
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

議
員
各
位
に
は
、
慎
重
審
議
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

議
員
各
位
に
は
、
時
節
柄
一
層
の
御
自
愛
を
い
た
だ
き
、
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
議
員
活
動
に
御
精
励
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
閉
会
に
当
た

っ
て
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
議
長
（
山
口
耕
司
）
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
三
年
五
條
市
議
会
第
三
回
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

午
前
十
時
四
十
二
分
閉
会 

 
 

 
 

 
 
 

  
 

本
会
議
録
の
正
当
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
こ
こ
に
署
名
す
る
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